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項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

第７章　未来（あす）を見つめたまちづくり  第１節　人権の尊重

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

どのように貢献したか

平和の尊さや戦争の悲惨
さを伝えていく活動を通じ
て、平和に対する市民の意
識の高揚を図った。

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

１０．人や国
の不平等を

なくそう

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

どのように貢献したか

様々な人権課題について
の学習機会を提供すること
を通じて、人権尊重に関す
る意識の高揚を図った。

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

0.50 人

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

R3目標

46.0%H12～

0.28 人

100.0%①中止

②６回開催し、433名参加

100.0%

2,287千円

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

今後の同和行政の基本方針

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

期間

人権啓発推進事業

根拠法令 R2予算現額

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

事業の目的及び具体的な内容

人権意識の向上を図ることにより、市民一人ひとりの
人権を擁護し、差別のない地域社会を築くことを目的
とし、人権に関する企業及び職員向けの研修会の実
施、「人権フェスティバル」の開催（入間郡市同和対
策協議会）、人権啓発講演会の実施（人権啓発活動
地方委託事業）、人権啓発ＤＶＤの貸し出し、人権啓
発物品の作成・配布等、さまざまな啓発事業を行って
いる。

R2年度に改善した点

①講演会等参加者数

②啓発ビデオ貸出件数

③啓発ビデオ視聴件数

人権尊重に関する施策への満足度
市民意識調査の設問「所沢市の施策への満足
度」に対し、「満足」「まあまあ満足」と回答した人
の割合）

人権推進室では、人権全般の啓発を総合的に推
進しており、施策への満足度を指標としている。

市内事業所（従業員５０名以上の事業所
約３３０者）に対し、人権企業研修会の案
内を送付する際、公正な採用選考（人種・
性別・信条・社会的身分・門地等による差
別を排除し、適正・能力に基づいた基準に
より選考を行うこと）の実施について呼び
掛けを行った。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

差別や偏見のない人権尊重社会の実現を
目指して、研修会や講演会等を通じて、人
権意識の高揚を図るとともに、人権問題に
対する正しい理解の普及に取り組む。

A
46.8%

R2目標値が未達成の理由・分析

人権課題が多様化しているなか
で、継続的に啓発を行ってきた成果
として、目標値を達成することがで
きたため。

非常勤
特別職

1,335千円 544千円

R2決算額（見込み）

R1正規職員
人件費

42.0%

R1目標 R1実績

1,400千円 1,174千円

一
般

R1予算現額

0.60 人

R1その他職員
従事割合

0.00 人

4,987千円

4,084千円

R2正規職員
人件費

R2実績

R2その他職員
従事割合

44.0% 46.5%

臨時職員 0.00 人
①179人

②2件

③43人

R2目標

会年職員 0.00 人

期間

戦争の悲惨さと平和の尊さ、命の大切さを市民に理
解してもらうため、公募した学生と平和祈念式典に参
加する「広島平和祈念式典参加事業」や、市内小中
学校を対象とした被爆体験者による「平和を語る
会」、市役所及びまちづくりセンターで原爆のパネル
写真を展示する、「平和祈念資料展」を行う。

0.28 人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

2,327千円

S60～

臨時職員 0.00 人 R2実績

100.0%

R2目標

R3目標

0.00 人

R2予算現額

R1正規職員
人件費

130千円

100.0%

-

R1実績

①平和祈念式典参加人数

②平和を語る会（回数・人数）

市の平和推進事業に理解いただけた人数の割合

指標名

100.0%

自治事務 法定受託事務

事業の目的及び具体的な内容

特になし
R2決算額（見込み）

目標達成済

428千円

49千円

R1目標

非常勤
特別職

R1その他職員
従事割合

会年職員 0.00 人

R2年度に改善した点

戦争の悲惨さと平和の尊さ、命の大切さを理解し
てもらうことが当該事業の目的となっているため。

平和推進事業

目標設定の考え方・根拠

A

戦争の悲惨さと平和の尊さ、命の
大切さを若い世代を中心に伝え、
目標値を達成しているため。

根拠法令

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

被爆・戦争体験者の高齢化が進む中、語
り部への身体的負担に配慮した事業展開
が必要となる。

R2目標値が未達成の理由・分析

法定受託＋附加 446千円

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

重要

H元～

市内在住外国人が生活する上で必要不可欠な日本
語の学習の場を保障し、国際化に対応し、市民の国
際交流・異文化理解を推進する事を目的とし、毎週
月曜日に日本語講習会を市民のボランティアにより
実施。また、日本語講習会のボランティア（指導者）
の確保と技術の向上を目的に、ボランティアを志す方
へ向けた入門編と、ボランティアとして活動する方向
けの実践編の研修を開催。

B

新型コロナウイルス感染症の影響
もあり成果指標の目標値は下回っ
ているが、市民団体との協働により
30年以上実施している本事業は、
日本語学習を通して市内在住外国
人の生活支援をする場であるととも
に、市内在住外国人との相互理解
や交流を深める場としても重要な役
割を果たしている。講習会を開催す
る団体も当市の国際交流に大きく
貢献しており、国際理解に対して成
果を上げている。他の日本語ボラン
ティア団体も当市の国際交流に大
きく貢献している。900

R1実績

R2目標 R2実績

609

どのように貢献したか

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

臨時職員 0.00 人
①14回

②160人

③0人

成果指標の目標値は達成できな
かったが、一定の成果はあげてい
る。講座・研修会の周知方法や内
容等検討したい。

新型コロナウイルス感染症の影響で、４月から７
月、１月から３月の日本語教室を休校としたことに
より、目標が未達成となった。

900

１０．人や国
の不平等を

なくそう

思いやりのある人権尊重
社会実現のため、講座・研
修会を開催し、人権教育の
推進を図った。

１０．人や国
の不平等を

なくそう

どのように貢献したか

市内在住外国人が生活す
る上で必要不可欠な日本
語を学ぶ場を提供した。

多くの市内在住外国人に参加してもらいたいた
め、受講生の延べ人数を指標とする。

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

根拠法令

社会教育法

新型コロナウイルス禍での各日本語ボラン
ティア団体の活動を情報交換するため、例
年３回実施していた連絡会議を、令和２年
度は年４回実施した。

１３の人権課題の中から、様々な人権問題
について取り上げ、今後も人権教育講座・
研修会を開催していきたい。

R3目標

ボランティアスタッフの高齢化及び新型コ
ロナウイルス感染症の影響で、ボランティ
アスタッフが減少している団体もある。各
団体が今後も継続して活動していくため
に、ボランティア人材の養成を行っていく。

2,124千円

160

2,161千円

R2年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 248千円

目標設定の考え方・根拠

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

0.26 人期間

R2正規職員
人件費

0千円

170千円 ①開催回数

②講習会受講生数

③日本語学習支援ボランティア
養成講座受講生数

講習会受講生の人数（人）

R1目標

0.00 人

236千円

0.26 人 900

人権意識の向上に資するため、参加者アンケート
の理解度を目標値とした。

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令

R2目標

92.0%

92.0%

R1目標

R2実績

講座・研修会参加者の理解度（％） 参加数の制限、研修時間の短縮、休憩時
間を設け換気をする等、コロナ禍において
も対策を講じて実施した。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析
Ａ

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

93.0%

92.0%

指標名 目標設定の考え方・根拠

新型コロナウイルス感染症の影響で、中止とした
事業や、人数を制限した事業により、受講者数
が、例年の４割未満となった。目標値には達して
いないが、理解度は令和元年度と同じであった。
より理解度が上がるよう、講座の内容等検討した
い。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,125千円 1,065千円

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、社会
教育法、所沢市人権教育推進協議会交付金交付要

991千円

R2予算現額

0.70 人

①家庭教育学級人権教育
　合同講座受講者数
②人権教育ブロック別研修会
　受講者数
③人権教育指導者養成講座
　受講者数

人権教育推進事業

R2決算額（見込み）

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.00 人

R2その他職員
従事割合

重要

H15～ 5,718千円 93.0%

R2予算現額

R1決算額 指標名

外国人のための日本
語講習会開設事業

会年職員 0.25 人
期間

0.70 人 0.25 人

①160人
②  97人
③    0人 R3目標

臨時職員

0.00 人

573千円

非常勤
特別職

R2その他職員
従事割合

広く市民や社会教育関係団体、学校関係者に対して
講座の開催や人権啓発物の配布を通じて人権教育
の推進を図り、差別や偏見のない明るい地域社会づ
くりに寄与することを目的としている。

R2正規職員
人件費

5,818千円

R1決算額

R1決算額

R2決算額（見込み）

R1その他職員
従事割合

非常勤
特別職

会年職員
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実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋　貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　　山屋貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋貴裕

引き続き啓発を行うと共に、男女共同参画
誌「SUN」などを活用し、事業者等への啓
発に努める。

316千円法定受託＋附加

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

審議会等に女性を登用す
ることにより女性の視点を
政策に反映することができ
た。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１７．パート
ナーシップで
目標を達成

しよう

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１７．パート
ナーシップで
目標を達成

しよう

８．働きがい
も経済成長

も

どのように貢献したか

相談員と連携しながら、女
性の様々な悩み解決の一
助となった。

１７．パート
ナーシップで
目標を達成

しよう

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

どのように貢献したか

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの理念を
市の各種施策に反映させ
るため、情報発信を通じて
職員の意識高揚を図った。

図書の選定や運営につい
て、利用登録団体の意見
などを参考に行った。

１０．人や国
の不平等を

なくそう

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R3目標

消毒液の配置や換気の励行など、新型コ
ロナウイルスの感染防止対策に努めた。

45.0% 37.0%

R1目標

45.0%

非常勤
特別職

臨時職員 R2目標 R2実績

R2年度に改善した点R1予算現額

R1正規職員
人件費

ふらっとの事業目的の一つである男女共同参画
に係る「学習」や「交流」の場を提供することの成
果を測るため、会議室等の稼働率を指標とする。

R1その他職員
従事割合

B

コロナ禍により、通常の開館・運営
ができなかったため、目標が達成で
きなかった。依然としてコロナ禍で
はあるが、積極的にふらっとの周
知・PRを行い、利用者の増加に努
める。

①会議室等使用者数

②複写機・印刷使用者数

③図書・ビデオ利用者数

①7,426人

②73人

③131人
期間

男女共同参画に係る「学習」・「相談」・「交流」・「情
報」の場を提供するとともに、できるだけ多くの方に男
女共同参画への理解と意識の向上を図ることを目的
とし、施設（会議室・研修室・生活工房室）、印刷機、
男女共同参画に関する図書・ビデオ・DVDの貸出を
行う。

0.68 人 0.00 人

5,652千円

目標設定の考え方・根拠

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月8日
から5月末日まで会議室等の貸出休止し、その後
も開館時間の短縮などにより、利用者が減少した
ため目標が達成できなかった。

45.0% 23.2%

指標名

所沢市男女共同参画推進条例 10,893千円

引き続き新型コロナウイルス感染拡大防
止対策をしっかり行いながら、利用登録団
体の意見等を参考に、貸館、図書、印刷
等の機能充実を図っていく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

10,113千円

会議室等の稼働率
（会議室・研修室・生活工房室の月別稼働率の平
均）

R2決算額（見込み）

1.10 人

法定受託事務 法定受託＋附加 10,945千円

根拠法令

相談事業に特化したチラシを作製し、カウ
ンセリング相談等の利用の増加を目指
す。今後も相談員との意見や情報の交換
を行い、連携しながら実施していく。

2,660千円 臨時職員 0.90 人
①751件

②133件

③38件

9,714千円

期間

男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

事業の目的及び具体的な内容男女共同参画推進セ
ンターふらっと運営事
業

H7～

女性の生き方に関す
る相談事業

0.67 人

5,473千円

R1その他職員
従事割合

R2予算現額

会年職員 0.80 人

R2目標値が未達成の理由・分析

0.00 人

電話相談、カウンセリング、何でもききます相談の実
施。
男女共同参画社会の実現のために、その障害となる
悩みや問題を解決するための援助事業を行う。

0.32 人
非常勤
特別職

956件

750件

目標達成済
R2その他職員
従事割合

R2実績

法定受託事務 法定受託＋附加 4,680千円 4,505千円

根拠法令
①電話相談件数

②カウンセリング相談件数

③なんでも聞きます相談

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

指標名

922件

男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R2決算額（見込み）

750件
A

R1予算現額

R2予算現額

R2目標

2,695千円

R3目標

750件

R1目標 R1実績

男女共同参画社会基本法
所沢市男女共同参画推進条例

3,267千円

R2正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R2正規職員
人件費

根拠法令

0.33 人

重要 自治事務

R1実績

所沢市男女共同参画推進条例、配偶者からの暴力の防
止及び被害者の保護に関する法律

4,835千円

悩んでいる人への対応件数を相談事業の成果と
捉え、相談件数を指標とする。

年間相談件数

4,115千円

重要 自治事務

書面で相談員研修を実施し、情報共有を
行った。

R3目標

R2目標

目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

40.0%

40.0%

目標達成に向け、より一層の啓発
が必要である。

目標は達成しており、電話相談は
件数が増えている。対面でのカウン
セリング相談や何でも聞きます相
談が減少傾向だが、コロナ禍により
悩みを抱えている人は増えていると
思うので、引き続き周知に努める。

R2年度に改善した点

指標名

R2決算額（見込み）

31.3%

R1正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

4,572千円 臨時職員 0.00 人

287千円

R1決算額
今後も相談員との情報
交換を行い、配偶者暴

審議会等の委員に占める女性の割合
政策・方針等の意思決定の場に男女が共に参画
していることを測るため、市の審議会等の女性委
員の割合を指標とする。

女性委員の登用について、庁内へ協力依
頼を行い、周知・啓発を図った。

R1目標

審議会によっては、専門的知識を有することを条
件にしていたり、委員の推薦を依頼する関係団体
に女性がいなかったりするため、女性委員の割合
が増加しなかった。

目標設定の考え方・根拠

B

40.0%

31.5%0.55 人

①10,000部

②

③

R1その他職員
従事割合

①情報誌「SUN」発行部数

②

③

R2実績

R1実績

R2予算現額

会年職員 0.00 人

R2目標値が未達成の理由・分析企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

男女共同参画啓発･
普及事業

重要 自治事務 法定受託事務

期間 0.40 人

318千円

事業の目的及び具体的な内容

H7～

S56～

誰もが自分らしくのびやかに生きられる男女共同参
画の実現に向けて、男女共同参画への関心を高め、
性別による固定的役割分担意識の改善を図ることを
目的とする。
主な内容として、男女共同参画情報誌「SUN」（年2回
発行　各5,000部　関係機関並びに公共施設・学校等
に配布）を発行する。

246千円

企画
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

重要

ユニバーサルデザイ
ン推進事業

根拠法令

事業の目的及び具体的な内容

職員研修会（テーマ：カラーユニバーサル
デザイン）を開催した。これまで担当者の
みが出席していた埼玉県主催の研修会の
参加者について、全庁から参加者を募り、
研修機会の充実を図った。

目標達成に向けて、引き続き研修会の開
催、情報発信を行っていく必要がある。

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

0千円 0千円

①情報提供回数

②具体的に取り組んだ事業数
（研修の開催等）

職員のユニバーサルデザインへの配慮度
※職員アンケートでユニバーサルデザインに「配
慮して業務に取り組んでいる」と答えた割合
(平成30年度以前は市民意識調査における市民
の満足度を指標としていた。)

第５次総合計画においては、市民の「ユニバーサ
ルデザインの認知度」を対象としていたが、行政
サービスを提供する市職員がユニバーサルデザ
インに配慮し、業務に取り組んでいるかを重要視
し、第６次総合計画より成果指標を変更した。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

R2予算現額 R2決算額（見込み） １１．住み続
けられるまち

づくりをユニバーサルデザイン推進基本方針 0千円 0千円

B

目標達成に向けてより、一層の啓
発について検討が必要である。

R2年度に改善した点

R2目標値が未達成の理由・分析

748千円 臨時職員 0.00 人

①１回
（職員アンケート実施の際に実
施）
②１回

R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

60.0%

R2目標

55.7%

0.00 人

65.0%
会年職員 0.00 人

ユニバーサルデザインに関する研修会の開催
や、情報発信を通じて啓発する機会が不十分で
あったため。（令和二年度の職員アンケートは研
修会の開催前に実施）

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

55.0% 50.4%

期間 0.13 人 R3目標

H19～ 1,062千円

誰もが参加しやすく、暮らしやすいまちづくりを進める
ため、ユニバーサルデザイン推進基本方針を周知す
るための情報提供、新規採用職員への研修等、ユニ
バーサルデザインを推進するための事業を行ってい
る。

0.09 人
非常勤
特別職

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

非常勤
特別職

0.00 人

R1決算額

R1決算額

会年職員 0.60 人



第７章　未来（あす）を見つめたまちづくり  第１節　人権の尊重

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）
投入コスト

会
計

総合
評価

評価
理由

事業自体が
貢献する
項目

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

現状の課題

経費
SDGsへの貢献
(最大3つ)

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　山屋貴裕

項目名

■ □ □

実績

評価者

こども支援課長　清水　康雄

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

DV被害者が自分の意志で
生活できるよう支援を行
なった。

どのように貢献したか

民間団体等に講師を依頼
し、男女共同参画に対する
理解や意識向上を図った。

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

５．ジェン
ダー平等を
実現しよう

１７．パート
ナーシップで
目標を達成

しよう

R2その他職員
従事割合

90.0%

R2実績

99.0%

1,366千円

①689人

②

③

R2目標

講座定員数における参加者数の割合

90.0%

R1予算現額

4,738千円 臨時職員

R1その他職員
従事割合

R1正規職員
人件費

R1決算額

H7～ 4,737千円

多くの市民等に向けて男女共同参画への理解と意識
の向上を図るため、男女共同参画に係る講座・研修・
講演会などの開催を行う。

0.57 人 80.0%

法定受託事務 法定受託＋附加 14,460千円

90.0%

R3目標

根拠法令 R2予算現額 R2決算額（見込み）

16,560千円

0.58 人

R2正規職員
人件費

会年職員

1.00 人

期間

R2年度に改善した点

男女共同参画に関する理解や意識向上を図るこ
とを目的に講座を開催するため、参加率を指標と
する。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策に
より、計画どおりに事業や講座ができない
ため、これまでに関心の高かった講座にし
ぼり、密をつくらないよう受講人数も制限し
て開催した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市民への周知方法を工夫すると共に、女
性だけでなく、夫婦や親子でも参加できる
ような講座を検討する。

A

新型コロナウイルス感染拡大防止
対策により予定していた事業や講
座ができなかったが、これまでに関
心の高かった講座にしぼり、受講人
数も制限したため、目標が達成でき
た。今後も市民に関心を持ってもら
える講座を企画し、開催日や開催
時間を工夫しし、男女共同参画社
会やふらっとの理解に繋がるよう努
めていく。

目標達成済

R2目標値が未達成の理由・分析

指標名 目標設定の考え方・根拠

R1目標 R1実績

非常勤
特別職

①講座参加者数

②

③

0.00 人

1,031千円
男女
共同
参画
推進
セン
ター
ふ

らっ
と

実施計画ランク 事業の種別

一
般

ふらっと企画講座実施
事業

重要

所沢市男女共同参画推進条例

事業の目的及び具体的な内容

自治事務

目標設定の考え方・根拠

女性保護事業

根拠法令

被害者自らの意思に基づき、安全で安心な生活を送
ることができるよう支援する。
電話又は面接によりＤＶ被害者の相談に応じ、助言・
情報提供等を行う。必要に応じ、関係機関の紹介や
関係機関との連絡調整を行う。

0.73 人

　　　H14　～

こど
も支
援課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

配偶者等からの暴力の防止及び被 R2予算現額

害者の保護に関する法律、所沢市ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞｲｵﾚﾝ
ｽ被害者等緊急一時保護実施要綱

2,066千円

R2年度に改善した点

新規相談件数
様々な相談窓口や情報収集の方法があることが
浸透しているかの目安とする。

所沢市ドメスティック・バイオレンスに関す
る庁内連携会議に諮り、関係課と情報共
有・連携し支援を行った。

①新規相談件数

②

③

相談件数が少なかったが、相談が必要な方への
対応はより丁寧にできている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標

R2目標値が未達成の理由・分析

社会情勢の変化等に応じ、適切な支援を
行うため、専門知識を有するアドバイザー
や他の相談機関等との連携の充実を図
る。

実績としては目標件数を下回って
いるものの、本事業は、専門性の
高い相談や適切な連携・情報提供
を行っており、年々事業の質は向
上しているといえる。

指標名

R2実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,761千円 1,388千円

Ａ

①66件

②

③
R3目標

85件
会年職員

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標

47件

R1実績

期間 0.64 人

R2正規職員
人件費

5,228千円

66件

85件

R2その他職員
従事割合

85件

6,068千円 臨時職員

0.00 人

0.60 人

0.00 人

非常勤
特別職

0.60 人

R2決算額（見込み）

1,677千円

R1決算額


